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町
が
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
取
り
組
み
は
、
町
民
の

暮
ら
し
と
深
く
関
わ
っ
て
い

る
と
思
う
が
概
要
を
伺
う
。

　
今
は
地
球
沸
騰
化
時
代
と

言
わ
れ
、
世
界
的
に
温
暖
化

対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
の
取
り
組
み
は
、

国
か
ら
脱
炭
素
先
行
地
域
に

選
定
さ
れ
、
地
域
電
力
会
社

を
設
立
し
、
ま
ず
は
公
共
施

設
を
中
心
に
太
陽
光
発
電
設

備
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
を
進
め
て

い
く
。

　
　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

（
脱
炭
素
の
取
り
組
み
）
は
、

地
方
自
治
体
も
参
加
し
て
こ

そ
意
味
が
あ
る
。
国
の
事
業

に
応
募
し
た
動
機
は
何
か
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
町
外

へ
流
出
し
て
い
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
経
費
を
地
域
内
で
循
環

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

災
害
時
の
安
定
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
な
ど
に
も
活
用
で

き
る
。

　
脱
炭
素
と
地
域
課
題
の
解

決
を
同
時
に
実
現
す
る
に
は

費
用
も
か
か
る
の
で
、
国
の

交
付
金
事
業
を
利
用
し
、
有

利
な
支
援
を
受
け
る
た
め
に

応
募
し
た
。

　
　
現
在
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
の
話
が
各
地
で
出
さ
れ

て
も
、
地
域
住
民
の
反
対
な

ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
会

社
と
の
違
い
は
。

　
町
が
進
め
る
地
域
電
力
会

社
は
投
資
目
的
で
は
な
く
、

大
規
模
な
自
然
破
壊
を
す
る

こ
と
も
な
い
。
住
民
や
事
業

者
が
使
う
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
す
も
の
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

目
指
し
て
い
る
。

　
需
要
に
合
わ
せ
て
電
気
の

供
給
量
を
決
め
て
い
く
の
で
、

ま
ず
は
公
共
施
設
を
中
心
に

進
め
て
い
く
。

　
　
こ
の
事
業
を
進
め
る
た

め
職
員
の
戸
別
訪
問
を
始
め

て
い
る
が
、
目
的
は
何
か
。

　
住
民
の
脱
炭
素
へ
の
知
識

や
意
識
は
様
々
な
の
で
、
ま

ず
は
現
状
把
握
の
た
め
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
の
後
、

繰
り
返
し
訪
問
を
し
、
一
緒

に
こ
の
課
題
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
省
エ
ネ
は
施
設
や
住
宅

の
断
熱
対
策
も
必
要
だ
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

　
今
後
、
公
共
施
設
等
は
断

熱
性
の
高
い
建
物
が
基
準
に

な
っ
て
く
る
。

　
　
脱
炭
素
問
題
の
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

　
こ
の
問
題
は
大
き
く
言
え

ば
、
人
類
が
生
き
残
れ
る
か

ど
う
か
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

課
題
。
そ
の
課
題
を
地
域
で

実
践
す
る
た
め
の
思
想
が
ま

ず
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
お
金
も
い
る

の
で
、
国
の
最
も
有
利
な
事

業
に
申
請
し
、
認
可
を
受
け

た
。

　
も
う
１
点
は
経
済
対
策
だ

が
、
現
在
は
二
酸
化
炭
素
を

減
ら
す
程
、
経
済
が
上
向
く

流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
、
地
球
的
な
課

題
に
対
応
す
る
と
同
時
に
、

経
済
対
策
も
進
め
る
ひ
と
つ

の
方
法
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
全
町
的
な
取
り
組
み
に
し

て
、
理
屈
だ
け
で
は
な
く
見

え
る
形
に
し
て
政
策
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

地球温暖化対策

カーボンニュートラルの取組みは

エネルギーの地産地消めざす
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辺
地
対
策
事
業
に
つ
い

て
問
う
。

　
ま
ず
、
昨
年
、
鈴
の
事
業

計
画
は
今
年
策
定
す
る
旨
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

　
ま
た
、
熊
野
浦
の
事
業
計

画
と
、
中
ノ
川
地
区
は
見
直

し
を
し
て
辺
地
対
策
事
業
で

対
応
で
き
な
い
か
を
問
う
。

　
令
和
６
年
度
に
鈴
地
区
で

事
業
着
手
す
る
予
定
。
議
会

に
提
案
し
た
計
画
に
基
づ
く

事
業
は
必
ず
実
施
す
る
。

　
熊
野
浦
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
度
に
事
業
着
手
す
る

予
定
。

　
中
ノ
川
に
つ
い
て
は
、
辺

地
は
地
域
の
人
口
要
件
等
に

よ
り
策
定
す
る
た
め
、
今
後

は
定
期
的
に
状
況
確
認
し
、

計
画
を
策
定
し
た
い
。

　　
　
拳
ノ
川
イ
ン
タ
ー
か
ら

不
破
原
間
の
道
路
用
地
で
ゆ

と
り
が
あ
る
部
分
を
利
用
し

譲
り
車
線
等
設
置
す
る
取
り

組
み
を
問
う
。

　
用
地
買
収
せ
ず
と
も
拡
幅

可
能
な
２
カ
所
を
確
認
し
た
。

国
土
交
通
省
へ
要
望
す
る
。

　
　
農
地
の
荒
廃
の
原
因
と

対
策
を
問
う
。

　
農
家
の
減
少
、
高
齢
化
、

価
格
の
低
迷
、
農
地
が
狭
い

等
が
あ
る
。
目
指
す
べ
き
将

来
の
農
地
利
用
を
明
確
に
す

る
た
め
、Ⅰ
タ
ー
ン
等
、
新

た
な
担
い
手
の
確
保
、
育
成

等
の
提
言
。
地
域
計
画
の
策

定
と
併
せ
農
業
生
産
活
動
を

維
持
し
、
荒
廃
農
地
の
抑
制

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
水
産
振
興
を
ど
の
よ
う

に
図
る
か
。

　
燃
料
高
騰
対
策
等
個
人
負

担
の
２
分
の
１
の
補
助
を
実

施
。
船
舶
の
維
持
に
お
け
る

関
連
補
助
事
業
の
必
要
性
を

働
き
か
け
る
。
人
手
不
足
は

他
の
有
効
な
事
業
を
活
用
し

て
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
伊
与
木
川
の
治
水
に
つ

い
て
、
県
へ
の
要
望
と
整
備

の
見
通
し
を
問
う
。

　
幡
多
土
木
事
務
所
で
要
望

書
を
手
交
。
そ
の
後
所
長
、

関
係
職
員
と
現
地
調
査
し
、

不
破
原
と
土
佐
く
ろ
し
お
鉄

道
佐
賀
駅
南
の
右
岸
側
堤
防

嵩
上
げ
な
ど
を
要
望
し
た
。

町長の姿勢

辺地対策事業計画等は

鈴・熊野浦 令和６年度予定

伊
与
木
川
の

　
整
備
要
望
は

要
望
書
手
交
し

現
地
調
査
実
施

防災対策

譲
り
車
線
等
の

　
　
　
設
置
を

国
土
交
通
省
へ

　
　
要
望
す
る

交通安全
農
地
対
策
と

　
水
産
振
興
は

前
向
き
に

　
　
取
り
組
む

産業振興
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成又熊野浦線（令和５年 12月 26日、鈴）

荒廃した農地（令和５年 12月 26日、佐賀）


